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[286章](B.297章， C.I0900・10941，K.303章)

パラーシャラ仙は言った。

(1) 父・友人たち・師匠たち・(師匠の)妻たちは，世間で徳なき者たちと言われる者で

はない2。他の者を信仰せず，心地よき言葉を話し，親切で，従順な者たちも同様に

(徳なき者ではない)，王よ。(韻律 Tri~tubh (Upajati)) 

(2) 父は，人々にとって最高の神で、ある。父は母より優れていると人々は語る。知識の

獲得は最も優れたことであると言われる。感官の対象を制御する者たちは，最高位に

達する。(韻律 Tri~tubh (Up司ati))

(3) 矢の火が覆う戦場において，打ち倒されて焼かれる王の子は，神々によっても得る

のが難かしいもろもろの世界に赴き，意のままに (yathsukham)天界の果報を享受す

る。(韻律Jagati(Varp.sasthavila)) (Cf.Otto Strauss[1912]: p.209(17) fn.1;原 [1968]-2:

p.440.3-7) 

(4) 疲労した者，恐れる者，武器を失った者，泣いている者，顔を背けている者，従者

たちのいない者九起き上がれない者犬病人，懇願する者，そして子供と老人を殺し

1本稿は 『叙事詩の宗教哲学-Mok~adharma-parvan 和訳研究 (XXXl)-J (信州大学教育学部研究論集第6号(
本号))に続くものである。略号などは前稿に準ずる。材育で用いる主なものは以下のとおりである。

• Hopkins[1902]: E.W. Hopkins， Remarks on the Form of Numbers， the Method of Using the明，and the Nu-

merical Categories found in the Mahabharaω， JAOS vo1.23， pp.lOゆ 155，1902. 

・OttoStrauss[1912]: OtωStrauss， Ethiscche Probleme山 sdem“Mahabharata"， Tipografia Galileiana， 
Firenze. 1912. 

-原 [1968]-2原賓 'KSATRA-DHARMA(下) ー古代インドの武士道一J，東洋学報第 51巻 3号，昭和
43年， 456-420ページ

• Hara[1987]: Minoru Hara， Invigoration， Hinduismus und Buddhismus， Festschrift fur Ulrich Schneider， 
Freiburg， pp.134-151， 1987. 

2p. na nirgul)a nama bhavanati B.，K.: na nirgul)anal]1 prabhavanti Cn. nirgul)加おn， bhaktyadihjnanam / 

( ，徳なき者たち」とは，誠信などを欠いている者たちのことである)
3p. paribarhais ca hjnam B.，K.: paribarhais ca hjnam Ca.，Cp・:paribarhair， vahanadibhiI:t parikaraiI:t / (parib 

arhairとは，馬などによって随行する者たちのことで、ある) Cn. paribarhair， rathasvakavacadibhiち/(paribarhair 

とは，馬車-馬・鎧などである)
4p. anudyatalj1 B.，K.: anudyantal]1 P.はud-iの現在分詞弱諮幹， B.，K.は強語幹を用いている。ここでは

強語幹が期待され， a句では用いられている (rudantam泣いている者)0 N. anudyantal]1 ayudham aprerayantam 

udayahjnal]1 va / (anudyantamとは，武器を使うことができない者、あるいは立ち上がることができない者である)
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てはならない，王よ。(韻律 Tri~tubh (Upajati?)) 

(5) (それに対し)王は，会戦においては，従者を十分伴い久立ち上がり，対等になっ

たクシャトリヤ出自の者 (atmaja)に打ち勝つべし。

(6) この世で同等の者によって，そしてすぐれた者によって殺されることは栄誉である，

と定まっている。劣った者や臆病者によって殺されるのは，王たちにとっては6非難

されるべきものである。

(7) 悪行の者によって，悪行に類した行為をなす者によって (papasamacarat)，そして

生まれ卑しき者によって殺害されることは，人の王よ，まさしく罪悪であると言われ，

地獄へ導くものと定まっている。

(8) 死の支配がやってきた者を誰も救うことはない，王よ。寿命に残りがある者でさえ

も，誰かが連れ去るのである70

(9) 愛着の強い人々によって (snigdhais)行われている世間でのもろもろの行為を止め

させるべし8。そして殺生を本質とするもろもろの行為を9(止めさせるべし)。他人の

寿命によって1O(自分の)寿命を願うべきではない。

(10) 減を望み11 行為に従事する家長たちにとって，川岸の砂上での (pulin句u)死はめ

でたきものである。

(11) 寿命の消滅に至ると，人は五種(の元素)に至る。それは原因なしに12生じることは

なく，さまざまな原因によって引き起こされるのである130

5p. paribarhai~ susaf]1pannam B..K.: paribarhaiJ:l susaf]1yuktam Deussen: den mit Hilfsmitteln wohlaus-

geruseten. Ganguli: who is equipped with mail and cars and horse and infantry (voI.lX. p.362) 

6p. nfpal)aT]1 B.，K.: kWal)ad 
7p. ka.scid evapakar号ati B..K.: kascin naivapakar与ati P.とB..K.では意味が反対になるo P.は iたとえわず

かに寿命が残っていても」の意味か。

8snigdhais ca kriyamanani karmむ1i N. snigdhair matradibhiりkriyamal)aniabhyang孟djni/ (snigdhairとは母意見

などであり，行われている行為とは，塗油などである) snigdhaが何を意味するか暖味である。ニーラカンタは

母親などととり.母の行為としては不適切な行為として、本来召使いかすべき盆油などとしている。 Ganguliもこの

解釈に従って詳細な解説を付している。 (voI.lX.p.363. fn.2)しかし snigdhaを執着の要素が強いととることができ

れば，この詩節の意図に対応している。

9p. karmani B..K.: sarvani B..K.は.karmaniが b句と c句でE重複して使われるのを避けたか。

10parayu号孟 Cp. par孟yu号忌 paraf]1prapya m旬lsabhak号al)enana svajjvanam icchet / ( i他人の寿命によって」

とは，他人を獲得して (?prapya)，肉食によって自らの命を願うべきではない)) Cv. parayur n必ayitvasvayaf]1 na 

jived ity arth~ / (他人の寿命を減さしめて.自分は生きるべきではない，という意味である)

llvinaSam abhika均itam Cn. vinaSaf]1. bandhak~ayam / yadva. vi~ pak号iりparamatma. tena (itthaf]1bhave 

tJ1jya (P勾ini2.3.21) paramatmabhavena. ぬf]1paramanandam abhikãnk~atãm ity arthaり/( i滅」とは，束縛の消

滅である。あるいは. (vinasaの)viは鳥であり最高我である。それによって (vinasaの naを含む tena)(この場合

具格)すなわち最高我の状態として saf]1.すなわち最高の歓喜を，望む人々にとって.という意味である) Cp. 

vinasaf]1. sv句jvanarth3f]1paranaSam ãkãnk~atãm / ( i滅」とは，自分の命のために他人の「滅」を望む者たちに

とって，という意味である)

12p. nakraral)ad B.，K.: tatha hy akara早ad(hypermetric) Ca.，Cp.: [nal akar3l)at (Cp. akaraりお)， prayatnadト
vina / ( i akaral)aなく J(Cp.では、「原因なしにJ)とは，努力などなしに.という意味である)

13karal)air upapaditam Ca. kãral) aiり jsvarãdf~!akãlãdibhiち upapãditaf]1 . aりitam/ ( iさまさeまな原因」、
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(12) そして，それによって (yenaある原因による寿命の消滅)，身体から14(別の)身体

が生ぜしめられる。この者は(解脱の)道を歩く者である15。しかしこの者は， (解脱

に至らず)家から(別の)家へと達したのである160

(13) そこには (tatra解脱への道)，第二の原因としては他に何ものも存在しない。霊魂た

ちのその身体が17，解脱をめざす者たちに (?)18結びついて存在しているのである190

(14) 脈管，筋肉，骨が集合し，嫌悪すべきものと不浄のもの (amedhya)に満ち，もろも

ろの元素と感官と(元素の)性質 (?gul}anarp)20の集合した2l，

(15) 皮膚を端とするものが身体である，と大我を考察する賢者たちは (adhyatmacintak均)

言った。もろもろの(元素の)性質 (gul}air)が減しても，身体は死すべきものとなる

のである220

(16) (身体は)霊魂 (sari"rin)に捨てられると，動きがなく意識 (cetanam)が去り，もろも

ろの元素が元の状態に達することによって尺そのために地中に沈むのである。

(17) この身体はあちらこちらで死に，行為との結合によって形作られて (bhavitam)，あ

ちらこちらで生まれるのである，ヴイデーハの王よ。その(身体の)本性は(前の身体

と)異なると観察される為の発現 (visargaり)も同様(に異なると観察される)

すなわち自樹申・不可見力-時間などによって I引き起こされ」すなわち，得られたのである) Cn. upapadital1l. 

hathena jalapravesadina saJ1lpaditarn / ( I引き起こされ」とは，力づくで.水の侵入などによって生ぜしめられた，

という意味である)

14dehad Cn. dehat lyablope pancamj (Var抗ikaon P加ini2.3.28) dehal1l prapya / (d巴hatとは.krt接辞 yaカ守消

滅した場合の奪格であり.身体に到達して，という (Gernudの)意味である)

15 adhvanal1l gatakaS cayal1l Cs. gatakaか kapratyaya年kutsayam/ ( I歩く者」すなわち gatakaの接尾辞 kaは

軽蔑・非難の意味において用いられている) N. so 'yam adhvおlaJ11mok~amãrgal1l gato 'pi kutsitatvad adhvanal1l 

gatakaJ:! / (この者は，道すなわち解脱の道を行く者であっても，非難に値する性質のために道を歩く者 gatakaと

呼ばれるのである) 非難の理由は，特に解脱を目指しているわけでもではなく，輪廻の中を進行しているにすぎな

いから、ということであろうか。

16Ganguliは、この詩節の意味を、「突然死んだ者は、解脱に至らず、次の生も身体を得て，同じような人生を送

るのである」というように解している。 (GanguliIX唱 p.363，fn.5) 

17 taddehal1l dehinal1l yuktal1l Cn. taddeham， kljbatvam ãr~am / ( Iその身体」とは.(他の身体の原因とならない)

無力性であり，古形である) N.は身体を yatana-dehaとkarma-dehaに分け，前者は享受の身体 (bhogadeha)

であるため，他の身体を生み出す能力はない，すなわち無力であると解釈している。

18mok与 abhüte~u Cp. mok~abh凸te与 u jjvanmukte~u yatha apek~ã'11 vinaiva sarjra'11 ti~lhati. tadvad anyasyapitj 

bhavah / (moksabh凸tesuすなわち，生存中に解脱した人々においては，必要性はないのに身体が存在しているよ

うに，それと同様に，もう一方にとっても、という意味である) N. dehina'11 so 'pi yatanadeho mok~abh凸te~u

mok~ayogye号u rudrapi鈎C匂uyuk泊品tmahatyapapanirharal)aya yatanarthal1l yojita'11 vartate / (もろもろの霊魂にとっ

て，その報いの身体もまた I解脱に向かうものたちにおいて」すなわち，ルドラやピシャーチャたちにおいて I結

びついてJ. 自分殺しの罪を除去するために，すなわち報いのために.結びついて，存在している)

19Ganguliは，この詩節の意味するところを I聖地で死んだ者は ルドラやピシャーチャとして再生し、シヴァ

神との近接の結果、時を経ずに解脱するのである」というように解している。 (GanguliIX p.363， fn.6) 

20bhutanam indriyanam ca gUl)ana'11 ca N. gUl)anam vi~ay勾拘 vãsanãmayãnãm / (gul)aは，潜在力よりなる

対象である) N.に従えば，感官の対象，すなわち，色など元素の性質を意味することになるが，はっきりしない。

21sarnagatam Cp. s胴 agama'11. sarnahararn / (samagarnamとは，集合である)

22gul)air api parik号jna'11sarjra'11 martyataJ11 gatam / N. gUl)aiJ:! saundaryadibhiJ:! martyatam vayavjyam api 

p凸rvavãsanãvaS加 manu~yat孟m iva gatarn / (gul)aiJ:!すなわち美しさなどによって martyatamすなわち風に属す

るものでトあっても前世の潜在力の力によってあたかも人間であるかのごとくとなるのである)

23bhutaiちprakrti'11apannais Cs. prakrtim apann副 h. mahabhut剖年 svaJ11yoni'11 praptaiち/( I元の状態に達す

ることによって」とは，もろもろの大元素が、自分の源に達することによって.という意味である)
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(18) 人は (ayaf!1)，しばらくの問，再生しない，王よ。生き物の本体は24，大きな雲が空を

漂うかのように，さまようのである。 (Cf.Hopkins[1901]:p.372， "some time" between 

births) 

(19) 彼は，王よ，この世における拠り所 (ayatana)に達して再び生まれるのである，人の主

よ。アートマンはマナスより高位であり 25，マナスは感官より高位である。 (sandhiirreg-

ular: atma indriyebhyaり Cf.Oberlies[Grammar]:1.1.2 Absence of prasli~!a-sandhi， 

1.1.2.1 -a/a i/i pp.7-8 ) (Cf.Haas[1922]: No.363; Ka~ha Up. 3.10， Hopkins[Great 

Epic]: p.131，fn.l，para ladder) 

(20) 三種の26生き物たちのうち，動く者たちが上位である，王よ。動く者たちのうちで

は，二本足の者たちが上位と考えられる。 二本足の者たちの中では，再生族たちが上

位であると伝承されている。

(21) 再生族たちの中では，英知ある者たちが上位と考えられる，すぐれた王よ。英知あ

る者の中ではアートマンを認識する者たちが(上位であり)， (アートマンを)認識する

者たちの中では，自惚れなき者たちが(上位である)。

(22) 人々の問では，生まれた者は死に赴く，と定まっている。なぜならば，人々は，性

質に従って27，(効力に)終りある行為を行うからである。

(23) 太陽が北方に達する時に死に赴くならば，そして善き星において， 善き瞬間におい

て(死に赴くならば)，その者は善をなす者である，王よ28。

(24) 人に苦痛を与えることなく 悪行を清め 自分の能力を尽くして29行為を行った後

に，卑しからざる死によって30(死に赴くならば¥その者は善を為すものである)。

(25) 毒，首吊り，焼死，奴隷 (dasyu)の手による殺害，動物(の歯)による殺害，家畜に

よる殺害，これらが悪死(卑しき死 prakrtavadha)と言われる。

(26) 善行をなす者たちは，これらと結びつかない。 意図より生じた31同種の他の多くの

悪死とも(結びつかない)0(Cf.Otto Strauss[1912]: p.(14).5) 

24bhutatma N. bhutatm尋問drapi録caりnajayate svarupel)a navirbhavati yavat pap法寺ayaf!1/ ( r生き物の本体」

すなわち.ルドラとピシャーチャは r生まれない」すなわち，罪が滅するまでは自分の本性として現れない，とい

う意味である) ここでの bhutatmanの訳語は. Oe山田n:sein EJementar-atman. GanguJi: Jiva 中村 [2000]

p.676 :存在の我 Cf.Otto Strauss[1912]: p.(l3)，fn.2 Hopkins [Great Epic] p.39， fn.2: eJementaJ spirit 

25man田 aちparamohy atma Cp. man拙め paramaiti. manodra与(aity arthaJ:! / ( rマナスより高位」とは，マナ

スの見者という意味である)

26p. dvividhanaf!1 B.，K.: vividhanaf!1 

27伊l)atal) Cp. gUl)ataち vi号ayalobhat. 阿部tamog川avise~äd va / ( r性質に従って」とは，対象への欲望に

よって、あるいはラジャスとタマスという属性の相違によって，という意味である)

280eussenは.BhG 8.26の参照を示唆している。

29p.，K.: atmaSaktitah B. atmasaktibhih 

30p. mj1yun品prakrteneha B..K.: mrtyunatmak山崎ha N. atmakrtena kalajena / (atmakrtaとは.時聞から生

じた(=自然にl，という意味である) B.，K.はわかりやすく修正したものであろう。

31 nabhis3f!ldhijaiり Ca. abhis制ldhijaiり， buddhipurvalqtail) / ( r意図より生じた」とは、認識を前提になされ

た、という意味である) Cs. abhisamdhikrtaih / (意図をもってなされた.という意味である)
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(27) 善行の人々の霊魂たち (prãnã~ 気息)は. (身体を)捨てた後32，上方に位置する， 王

よ。中程の善行をなす者たちの(霊魂たち)は中間に，悪行をなす者たちの(霊魂たち)

は下方に位置する330

(28) 人にとって敵は一人であり，無知に匹敵するような第二の敵はいない，王よ。人

はそれに覆われ，結びついて，恐ろしい極めて残忍なもろもろの行為を行う。(韻律

Tri呪ubh(Upajati?)) 

(29) 人は.(無知からの)覚醒のために34，天啓聖典と夕、)レマを身につけ，長老たちに近座

すべし35。かの(無知という)敵は，努力によって征服されるべきものであり， 王の息

子よ，英知の矢によって揺さぶられ北Uま%遠く去るのである。(韻律 Tri~!ubh (Upajati)) 

(30) (人は)究行者として苦行によってもろもろのヴ、エー夕、、を37学び.(家長として)能力

に応じて，五種の祭式を実行し38，ダルマを求めて森に行くべし。幸福を蓄積し39，自

分の家系を確立した後で。(韻律 Tri~!ubh (Upajatiか。 a句不規則)

(31) (人は)楽しみを捨てても，自らを滅ぼしてはならない400 チャンダーラで、あって

も，人間であること (mãnu~yam) は得るのが極めて難しいのである41 ，息子よ。

(32) なぜならばこれは最高の誕生 (yoniりprathama)であるからである，王よ。これに到

達して後に，人 (atman)は，善を特徴とするもろもろの行為によって救われるので、あ

る(同kyatetratum)。

(33) rどうすれば、我々は.この誕生から消え去らないでいられるであろうか42Jという

ならば，王よ，人々は，天啓聖典を権威と見て，ダルマを行うべきである。

32p. hitva B..K.: bhittva 

33 DeussenはChandogyaUpani~ad 8.6.6= Katha Upani刊d6.16の参照を示唆している。しかし当該部分は以下
のようである。

sataf1l caikaa ca hfdayasya 尚 cfyas t 品おs必af1lm凸耐rdh由anamabh刷11凶I

t阿ayo肘rdhvam品勿ya叩nnamf引ta剖tv刈ame剖凶tivi均号v四anna町a町n町lザy晶u凶tkr剖na昌りebhavanty ut欣kramarり~e bhavanti / (C口hand.Up. 8.6.6) 

34p.，K.: prabodharthaf1l B. prabadharthaf1l 

35p. upおyaf11ca bhaveta B..K.: upasya prabhaveta Ca.，Cp・ vfddhanupasya kriyate yat karma tad vfddhan 

upasyam iti taddhitantamパ長老たちに近づいて行う行為が、upasyamというように taddhita接尾辞 yaを語尾に
もって表されている)
36praj白aSareryonmathitaJ;l Ca. unmathi切り tacfitaJ;l1( r揺さぶられれば、」とは，打たれれば，という意味である)
37p. vedan B.，K.: vedam 

38p.，K.: saf1lnisrjyeha B. sannigfhyeha 五大供儀は Manu3.70に見られる。それらは brahmayaj白a.

pitfY勾白a，devay勾na，bhiitay句白a，nry句白aで、ある。
39p. sreyas citva B. sreyaJ:tsthitva K. sreya年krtva Cn. (reading sreyal:lsthitva) sreyo 'tyarthaf1l ti与!hati

saf11naddho bhavatiti sreyaりsthitva， moksakamaち/aωmaninlくvanibvanipasceti kvanibanto . yaf1l sabd幼 (Pal:lIni

3.3.74) / (sreyaJ;lsth市品とは， 幸福が過度に存在している，すなわち、十分準備ができている，ということでであり.
解脱を願っている，という意味である。「長母音aで終わる動詞の後には.manin， kvanip vanipという接尾訴か凍る」
というように，この語は van(kvanip)を語尾にもつ。 (sreyぉ+stha + vanという解釈か。)
40p. natmanam avasadayet B..K.: natma削]1sadayen naraり
41 P. durlabham B..K.: sobhanam 

42vipra早aiiyema . Cp. vipraryaiiyema. vipraryaso vfthabhogena ni与phalikaraf1l/ ( r消えるであろう」について，消
滅とは愚かに楽しむことによって果報を損なうことである)
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(34) 人がこの世で43より得難き人間に達していながら，ダルマを蔑視し，愛欲を本性と

するならば，実にその人は踏み迷うであろう (v拍 cyate)。

(35) しかし，光がなくならない限り44，歓喜に導かれる目で45生き物を灯火のごとく(愛

情深く )46見る者は，息子よ，

(36) 優しい言葉によって，布施によって47，そしてまた好ましい言葉によっても，楽と

苦を等しくして，来世において幸福となるのである (mahiyate)。

(37) サラスヴァティー川，ナーイミシャの森，フ。シュカラ川，そして地上にあるその他

もろもろの聖地における48布施，棄却，美しい姿。，水によってさらに苦行のために

(tapasa)休浴すべき50身体，(韻律 Tri~!ubh (Up可ati))

(38) 家々の中で(これらをもっ)人々の息が絶えると，彼らは，称賛されて運び出され，

乗物によって火葬場へ到着し，そして清浄な規定によって茶毘される。(韻律 Tristubh

(Upajatiか。 d句不規則)) 

(39) 供犠， (家畜の)養育，祭式，他者の祭式，布施，もろもろの善行の実行，能力に応

じた祖霊祭，そして何であれ称賛されるものを，人は誰でも51すべて自分のために行

うのである。(韻律 Tri~!ubh (Upajatiか。 d句不規則)

(40) もろもろの法典， 諸ヴ、エー夕、" (ヴ、エーダFの)六支学は，人の王よ，汚れなき行為を

する人の幸福のために規定されている。

ビーシュマは言った。

(41) このすべては，かつて幸福のために大変偉大な尊者によってヴイデーハ王に対して

語られたものである，人の王よ。

43p. iha vai narah B.，K.: dvisate narah 

44p. yavad arcir na naSyati B.，K.: yavad arthan na pおyati Cp. (reading yavad artho 'nupおyati)[Cpp. na paふ

yati] yavan muktis tavat paryanta.J1l tadanantarasena na paSyatiti kecid vyãc剖(~ate / vastutas tu， tena pritipurogel)a 

cak~u与ã sarv勾ibhut加iyo 'nupas yati / (人は解脱(に至る)までは，目的を.その数限りない本質 (?rasa)のために.

見ることはない.とある人たちは諮る。真実はしかし，その歓喜によって導かれる目によってあらゆる生き物を見る

者は，という意味である)

4Spritipurogel)a cak~uφB..K.: pritipural)ena ca4u号aCn. pritipur勾ena， pritya ciraf!ltanena / purogel)eti 

pa!haりsvacchaり/(pritipural)enaとは.歓喜によって長い間，という意味である。purogel)aという読みの場合は、

意味は明らかである)

46dipopamani bhiani Cs. dipopamani， dipavat snehadhinajivanani / ( r灯火のごとく」とは，灯火のように，愛

情に依存して生きている者たちを，という意味である)

47p.，K.: santvenanupradanena B. santvenannapradanena 

48d句 yecapy anye pi l)yadesめが修飾するのは c 句の sarasvatïnaimi~apu与kare号u と考えられるが，絡が→致し
ない。

49p.，B.: sobhana m凸rtir K. sobhana m凸rtim

50P.，K.: bh凸ya~ plavyaf!l B. bhutaplavyafl) 

51p. manavo ya~ karoti B.，K.: m加avo・yaf!lkaroti 

k はこの後に以下の詩節を挿入している。

grhastanaf!l ca sarv~âf!I vinasam abhika:nk号atam/ 

nidhanam sobh叩副"!1tata puline~u kriyavatam // (=MBh.(P.) XII.286.10) 
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[287章](B.298章， C.I0942・10991，K.304章)

ピーシュマは言った。

(1) ミティラの王ジャナカは再び，偉大なパラーシャラ仙にダルマに関する最高の定説

を尋ねた。

(2) 幸福 (sreyas善)とは何か。道とは何か52，バラモンよ。如何なる行為が減しない

か。どこに行けば(再び)戻ることはないか。それを私に語るベし，偉大な尊者よ。

パラーシャラ仙は言った。

(3) 無執着が幸福である。知識が根本である。知識の道 (gati)が最高である。実行され

た苦行はj威することはない。地に蒔いた種子はi威しない530

(4) 人は，アダルマからなる民を切り，無畏によって為された布施を与え，ダルマにお

いて喜ぶ時，完成 (siddhi)を得るであろう540

(5) あらゆる生き物に対して無畏(を与えること)は55，牛千頭と馬百頭を与える者の

布施を超える560

(6) 目覚めた者は，対象の中に住みつつも，実は住んでいない。目覚めぬ者 (durbuddhi)

は，もろもろの対象は存在しないのに， (対象と)共に住んでいる。

(7) アダルマは，英知ある者には付着しない。水カ~57蓮の花弁につかないように。より

大きな罪悪は，英知なき者に付着する。勝(にかわ)が58木の幹につくように。

(8) アダフレマは，原因に依存しているので59行為者を離れることはない。行為者は，時

至ると (yathakalarp)，そのすべてを獲得する60。自己を完成し，自己の確信を見る者

たちは (atmapratyayadarsinaり)， (その獲得によって)心が引き裂かれることはない610

(9) 知覚器官と行為器官の惑乱した者は覚醒することなく 62，もろもろの浄不諦のもの

52ka gatir Cs. ga均 paramagatisadhanamI ( r道」とは，最高の境地への手段のことである)

53 vãpaり k~etre na nasyati Ca. k~etre tirthadau. vapo danam I ( rk~et陀」とは，聖地などにおいて，という意味

である。 vapaは布方位である) Cn..Cp・:vapめdanam，k~et配 satpãtre (Cn. bijam iti p品thebijam iva nyuptam I (vapa 

は布施である。均etraは，真の器である。「種子 bijaJという読みの場合は，種子のごとく蒔かれた，という意味で

ある)

54p. siddhim avapnuyat B.，K.: siddhim avapnut巴 Cn. siddhim， anivartanaqt s由加amI (siddhiとは，不還の

境地である)

55 abhayaqt Cp. abhayadanaqt sannyãsa~ I ( r無畏の布施」とは捨離である)

56p. taddanam ativartate B.，K.: sada tam abhivartate 

57p. apaりB.，K.:paya与

58jaω Ca. jatu lãk~ã ， ka号the白 asajjate I Qatuとは樹脂である。それは木にのみ回着する)

59kãral)ãpek~i Cn. kara頃， phalad加品川ikakriya， tannivrttyapesk~i I (もろもろの原因とは.結果を与える

ことを本性としている行為である。その消滅に依存している，という意味である) Cs. phalanubhavakhyaqt 

kãral)apek~itvam I 0 
60p. t剖 sarvamabhipadyate K. tataちsamabhipadyate

61 bhidyante Cn. bhidyante， karmaphalair na klisyanti I (bhidyanteとは，行為の結果によって苦しむことはな

い，という意味である) Cp. te狩f!1bhedabuddhir na jayate I ((bhidhyateとは)彼らには異なるという認識は生じ

ない，という意味である) Cs. bhidyante， atmasvarupataりprthagbhavantiI (bhidyateとは，自分の本質からは異

なっているということである)

62yo na buddhya蛇 Cn. budhyate， dusce計it訓 itisesaキ!(budhyateとは，悪行を為したことを，と補われる)
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に執着して63，大変に大きな恐れを得るのである。

(10) 執着を去り，怒りに打ち勝つて常に正しくいる者は，対象の中にいても，罪悪と結

びっくことはない。

(11) ダルマを堰として岸に固定された者は64. 沈むことはない65。増水した流れがやっ

てきて66(水が?)集積されて (sarpcaya)水量が増えて(とどまっている)かのようであ

る(?)670 

(12) 透明な宝石が太陽にある光を集中によって68，受け取るかのごとく，ヨーガは， (心

の)集中によって (samadhina)行うのである，虎のごとき王よ690

(13) この世界において，胡麻の実の性質 (gUl).a)は，花と結びついて70それぞれに美しく

なる71ように，地上で清められた人々には，依り所(となるもの)に応じて72，よい性

質 (?sattvaguDa)が生じるのである。(韻律 Jagati(Varpsasthavila)) 

(14) (人は)この世界では(?ihate).妻たち，もろもろの獲得物，よき馬の乗物，そして

何で、あっても様々の行為を捨てない730 (しかし)人にインドラの天への思いの生じた

時には，この者の意識 (buddhi)は，もろもろの対象に対しては断ち切られる740 (韻

律 Jagati(Varpsasthavila)) 

63p. 品ubh必ubhe~u saktatma B.，K.: subhaSubhe prasaktatma 

64maryãdãyã~ dharmasetur nibaddho Cp. maryãdãyã~ nibaddho vardhata eva / (岸に固定された者は、増大す

るのみである) Cv. maryãdãyã~ rak~itãyãm / { r岸に」とは， 守られた.という意味である)

6SP.，B.: naiva sldati K. navasidati 

66p.pU符asrotaivayattaり B.，K.:pu号(asrotaivasakωり
67sa~caya の意味が確定できない。あるいは、 「増水した流れがやってきた大きな山 (s剖llcaya) のようである」と

いう意味か。 N.sa~cayas tapov!ddhis ca sphito bhavatity arthaJ:l / (s副官cayaとは苦行の増大であり.それが大き

くなっている，という意味である) Ganguliは，Nilaka':l!haに拠って.sa~caya を dharma と苦行の集積と解して、

この部分を次のように訳している。

As a dyke built across a river， if not washes away. causes the waters thereof to swell up， even so the man who， 
without being attached to objects of e町oyments，creates the dyke of righteousness whose materials consist of出e

limitations set down in the scriptures， has never languish. On the other hand. his merits and penances increase. 

(Ganguli: vol.IX.p.367) 

68samadhina Cn. samadhina， niyamena d符φnte/ dãr~!ãntike tu samadhina. dhyanena / (samadhinaとは，

比除においては，法則によって.除えられるもの (ヨーガ)~こおいては，膜想によって、という意味である) Cp. 

samadhina virajikarat':lena / (samadhinaとは，挨を除くことによって，という意味である) samadhiは，水晶の

比除における光の集中と.ヨーガの精神集中と、両方のという意味で用いられている，と思われる。

69 {Deussenは，この詩節に関連して， Yoga Sutra 1.41の参照を示唆している。

70p， pu~pasa~srayãt B. ， K.:pu':lyasa~srayãt 
71yati gu早o'tisaumyatam Cn. saumyat耐， ramyatam / (美しさとは.心喜ばしき状態である)

72yathãSraya~ Cn. yathãsraya~ ， punめpunarvasanabhyasad bahula~ ， tadabhave 'lpa与/( r依り所(となるも

の)tこ応じて」とは，何度も何度も潜在力が反覆することによって多く，それがなければ，少なく，ということであ

る)

73p. jahati daran ihate na sa~pada~ sadaSvayãna~ vividhas ca y~ kriy~ B. jahati dãrã~s ca jahati safT! padafT! 
ca yãna~ vividhaS ca satkriyai:J K. jahati daran vividhas ca sa~padaち pada~ ca yanafT! vividh話 casatkriyal) / 

ihateの語形不明。B.，K.はそれぞれまったく異なる読みをしている。

74V i号ay~u bhidyate Cn. bhidyate，勾bdadibhyovyavftta bhavati / ( r断ち切られる」とは，音声などに無関心

になる，という意味である)
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(15) もろもろの対象に執着する意識 (prasaktabuddhi)をもっ者，時には75自分の幸福を

意識する者は76，どんなものにも追従する心によっておarvabhavanugatenacetasa) ， 

王よ，餌によって魚が引きづ、られるかのように，引きづられるのである。(韻律 Jagati"

(Vamsasthavila，b句不規則)) 

(16) 死すべき者の世界は，集合を伴い77，相互に依存し7h 芭蕉の木の髄のごとく実体

がなく，船が水中に沈むかのように，沈むのである。(韻律 Jagati" (Vm:psasthavila)) 

(17) 人にはダルマを行う時 (dharmakala)は決まっていない。そして一方，死は人を待

たない。人が死の口に近く存在する時79，ダルマを行うことは常に善いことである800

(Cf.Otto Strauss[1912]: p.(24)，fn.1) 

(18) たとえば，自分の家にいる盲人が，集中した心で練習することによってこそ81(外を)

歩くことができるように，英知ある者は，集中した心によってかの道を (tarpgatim) 

進むことができるのである (gacchati)。

(19) 死は誕生の中にある82と言われる。誕生は，死に基づいている。もろもろの解脱の

教義を知らぬ者は，束縛されて， (死と誕生を?)車輪のように回るのである830

(20) 蓮のひげ根は付着している84土をすぐに解き放つあように，人のアートマンはこの

世でマナスによって解放される。マナスはアートマンを(ヨーガに)導き86，(その結

果)人はアートマンに結びつく 87。

75p. kadacana B..K.: kathamcana 

76p. yo B..K.: na B.，K.では i自分の幸福をまったく意識しない者」という意味になる。

77p. saf!1ghatavan B.，K.: saf!1ghatavan(d) Cn. saf!1ghatavat， dehendriyadisamudayavat / ( i集合のごとく」と

は，身体と感官などの集合のように，という意味である) Cs. kastadisamuhavat / (木などの集合体のごとく、とい

う意味である) Cv. putramitradisamuhavan / (忌子や友人などの集合体を伴う，という意味である)

78apasritaり Cn. apasrita年， upakarakaり/( i依存し」とは，補助し，という意味である)

79p..B.: m!'(yumukhe 'bhivartate K. mrtyumukhan nivartat巴

80p. kriya hi dharmasya sadaiva sobhana B.，K.: sada hi dharmasya kriyaiva sobhana 

呂1abhyasad eva quad N. agocare 'pi marge guruktayuktya 'byasad eva gacchatity arthaJ:! / ( i練習することによっ

てこそ」とは，領域の外の道であっても，師匠に言われた論理によって練習することによってこそ行くことができ

るのである，という意味である)

82janmani Cn. janmani. janmanimittam / ( i，誕生に中にある」とは， (死は)誕生を原因としている，という意

味である)

83B.，K は次に以下の三行を挿入している。

buddhimargaprayatasya sukhaf!1 tv iha paratra ca / (=P.287.34cd) 

vistaraりklesasaf!1yuktarysaf!1ksepas tu sukhavah幼/(=P.287.35ab) 

pararthaf!1 vistar劫sarvetyagam atmahitaf!1 vidury // (=P.287.35cd) 

84mfl)alo 'nugatam Cn. (mrl，l副知ugatam)mrl，laleti luptavibhaktikam / (mrna1aは、活用語尾が消失した形であ

る)

85mu白cati Cp. aticikkal，latvat / ((ひげ根は)あまりにも滑らかであるため i解き放つ」のである)

86pral，layate， Cn.pral，layate， yogonmukhaf!1 karoti / ( i導く」とは，ヨーガの準備をするという意味である) Cp. 

bhrtyabuddhidvayenopati守thate/ ( i導く」とは.保持すべきこ種の意識によって近づく(?)，という意味である)

87 sa enam abhiyufijati Ca. (reading anuyu白yati)pascat prerayati / (anuy加 11とは、後で動かす、という意味で

ある) Cn. abhiyu品uati，p訂 asyaf!1 ka斜ayaf!1pravilapayati / ( i結びつく」とは，最高の高さにおいて消滅させ

る、という意味である) B.，K は，この後に次の行を挿入している。

yukto yada sa bhavati tada taf!1 pasyate param / 
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(21) 他の目的に従事しつつ，しかし(それを)自らなすべきことと考える者は，もろもろ

の感官の対象に執着しつつ88. 自らなすべきことから逸脱する890

(22) 下方には動物の道 (gati)と，天界には最高の道がある。この世で英知ある者とそう

でない者のアートマンは，自ら為したもろもろの行為によって90，(いずれかを)得る

のである。

(23) 土でできた器が焼かれると液が注がれる91ように，身体も苦行によって焼カ通れる

と92対象を93得る。

(24) (現在)もろもろの対象を得る94者は，疑いなく(死後)(対象を)享受することはない

であろう950 しかし，アートマンがもろもろの享受を(現在)捨てるならば，将来(幸

福を?)享受することを確信するであろう%。

(25) 霧によって97覆われ，性欲と食欲に耽る (sisnodaraparay叫功)覆われたアートマン

をもっ者は，生来の盲人のごとく，道を (panthanam)認識することはない。

(26) 商人が海から98目的に応じて (yathartham)財産を得るように，死すべき者の海にい

る人間にとっては，行為と認識によって99道が(得られる)。

(27) 昼と夜からなる世界で，老いの姿で近づきながら100，死は生き物たちを呑みこむ。

蛇カミ患 (pavanaI11空気?)を呑むように。

88p. saktaりsan B. sat1)yuktal，l K. saktaりsa

89p.，K.: parihiyate B. parimucyate 

90p. svakrtair B..K.: sukrtair 

91 P. pakve yatha vai nyasyale draval，l B. p心(veyath晶vaina 5yati draval，l K. pakve yatha vai nasyati dravaり

Cn. na 5yati. na k~ïyate na k~arali ily ar出幼/syatiti 50 tanukaral)e ity asya凶pam/ (na syatiとは， na k号iyate減ら
ない.na k与arati流れない，という意味であるo syatiは r語根(?)ぬは， 短縮形において (?)Jという理由で，こ

の形である) P.B.K.とも pakveであるが， Deuss聞は apakveとして r焼かれていない聞は.水は流れる」と解

している。
92sarirat1) tapasa tapt剖下 Cv. ataptat1) ced vi号ay副naSnute. taptat1) ced vi与ayadravat1)mu品catitidr号!anusa企・1

dar号tanω dra与!avya与/( r苦行によって焼かれた身体」に関して，焼かれていなければ対象を得る.焼かれているな
らば対象の流れを開放する，という比喰に対応して，総えられるものは理解されるべし)
93Vi号ayam Cn. vi~ayam ， brahmalokam / (対象とは、ブラフマンの世界である) N.陀 adsbrahmalokantam 

Cs. svargakhyam apavargakhyat1) va sukham / ((対象とは)天界と呼ばれる，あるいは解脱と呼ばれる.安楽である)
倒 asnute Cn. aSnute， aloka iva vyapnoti， prakaSayati， sak与i/ ( r得る」とは，見者が，光の中であるかのごとく

満たす.照明する，という意味である)
95na sa bhak号yaty Cv. na bhok~yati ， paralra bhogan na bhok~yati パ他の世界では，享受することはないでーあ

ろう、という意味である)
96bhoklUt1) vyav国 yati Cv. vina5yaliti pa!he， bhogarthat1) janmantaralabhayaiva mriyate / (vinasyatiという読み

においては，享受のために.すなわち次の誕生の獲得のために死ぬ，という意味である)
97 niharel)a Ca. nihareりa，atyantaharil)a mohena / ( r霧によって」とは，完全に運び去るものである迷妄によっ

て.という意床である)
98samudrad刊 i CS. samudrat. samudrat1) prapya / lyablope pancami / ( r海から」とは，海に達して，という

意味である。 Gerundを作る接尾辞 yaの脱落した場合，奪格が用いられる)
99karmavリnato Ca. karmavijnanatal，l. karmavijnanabhyat1) militabhyam / na tu akarmal)a aSuddhasattvena 

jnnanam apiti bhavaり/( r行為と認識によって」とは.結びついた行為と認識とによって.とし斗意味である。

しかし，祭式を行わない不浄な人によっては知識も(得られ)ない.ということである)0 Ca.はkarmaを祭式

と解しているようである。
IOOP.，K.: samcaran B. samsar加
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(28) 人は生まれると(かつて)自ら行った行為(の結果)を得る。誰も，この世で好ましい

ことであれ好ましくないことであれ，行わなかった(行為の結果を)得ることはない1010

(Cf.Otto Strauss[1912]: pp.(20)ー(21)，nakrtva labhate kascit kiJTlcid atra priyapriyam) 

(29) 眠っていても，外出していても，休息していても，もろもろの対象の中で (vi与aye~u)

活動していても，常に善悪の諸行為(の結果)は人に至るのである。

(30) (人は)向こう岸に102達して，再び渡ることを決心しない1030なぜならば，この者

には.(再度)大海に落ちることは困難な行為と見えるからである。

(31) 荷物を積まれた104船が大海で綱で引き戻されるように，心 (manas)は.(ヨーガの)

修習によって105身体を(対象から?)引き戻す1060

(32) 大海の近くで，異なったJ11が結びつけられる 107ように，今や，人の本性 (?prakれi)

は，ヨーガ(の実修)によって常に(マナスに?)結びつけられる1080

(33) 様々な愛着の畏によって捉われたマナスをもっ人々は，物質界に住して(?)109 (物質

界に(?))沈むのである。砂上の家が水中に(沈む)かのごとく。

(34) 身体という家に住み110. 休浴場のごとき清浄さをもち111. 認識の道に至った霊魂

(dehin)には，この世でもあの世でも安楽がある。

(35) もろもろの広い道は煩悩と結びつき，もろもろの狭い道は112安楽を運ぶ。もろもろ

の広い道はすべて，他(の目的)のためである。(狭い道である)棄却は自分の幸福であ

る，と人々は知っている。

(36) 友人の集団は，願望より生じる。親族たちは動機を本質とする。妻・奴隷・息子

は113. (それぞれ)自分の利益を追求する1140

101p.，K.: nakrtam labhate B. nakrtva labhate 

102anyat tjram Cs. vedãntasã~khyayogebhyo 'nyat tiram f ( i向こう岸に」とは，ヴ、エーダンタ.サーンキヤ，

ヨーガとは別の岸に，という意味である)

103(na) vyavasyati Cs. na vyavasyati. narhati f ( i決心しない」とは.する価値がない，という意味である)

104p. bharavasakta B..K.: bhavavasann邑

105mano 'bhiyogad vai Cv. manaりabhiyogat.sneh孟tf ( i心 (manas)は.修習によって」とは、愛情によって、

という意味である)

106p. pratikar号ati B..K.: pracikir寺ati Cn. (reading pracikir号ati)antarbhavital)yartho 'yam f karayitum icchatity 

arthah f ( i作ることを願う」とは、この語に含まれている使役の接辞iの意味をもっているo 作らせるのを願う、と

いう意味である)

I07p. s町yiit幼 B. ，K.:sa~sritãl).
108p. abhisa~syiiyate B..K.: abhisa~sriyate 
109prak~tisthã N. prak~tisthãl). aj白加aVaSahf ( i物質界に住して (?)Jとは，無知に支配されて，という意味であ

る) 前詩節とこの詩節に prak~ti の語が用いられているが.文脈から意味を限定することは難しい。
11Op.，K.: sarjrag~hasa~sthasya B. sarjrag~hasa~jñasya 
111 saucatirthasya Cn. saucam ãntara~ bhavaSuddhi年， bãhya~ωprasiddham f (内面的な清浄さは，心の清浄

であり，外面的な清浄さはすでに周知である)

112sa~k~epãl).， Cn. s~k号epãl).， tyagadaya与/( iもろもろの狭い道」とは，棄却などである) Cp. sa~k~ep幼，

nirvahamatraprayojakaparigrahめ/( iもろもろの狭い道」とは，運搬のみを目的とする受f貢である) Cs. s~k号epãl).，

karmatyagaり/( iもろもろの狭い道」とは，行為の棄却である)

113p. bh訂y孟dasaSca putr必 ca B.，K.: bharya putras ca dぉaSca 

114p.，K.: anuyunjate B. upabhu品IJate
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(37) 母も父も誰かに対して何かをすることはない。人は，布施を道の食物として(?)115 ， 

自分の行為の結果を得るのである。

(38) 母，息子，父，兄弟，妻，友人は，金貨の面における，目 (?aksa)の記号のごとく，

置かれている1160

(39) 以前に為されたあらゆる善悪の行為は，人の自我 (atman)へとやってくる117。行

為の結果が近づいたのを知って，内的自我 (antaratman)は認識器官 (buddhi)を駆り

立てる。(韻律 Tri与tubh(Upajati)) 

(40) (自分の)決心に基づいて，友人たちに近づく者は，いつ何を為そうとも決して失敗

することはない。

(41) 三心なく，集中し，力強く思慮深い賢者を，幸運 (sri)は決して見捨てない。光線

たちが太陽を捨てることはないように。

(42) 信仰心と決心をもって，適切に，自惚れなく 118，知恵をもって，非難すべきもの

115p. danapathyodano jantuり B.，K.:danapathyaudano jantuり
116p. a号!apadapadasthanetv ak~amudreva nyasyate B. a号φpadapadasthanedak与amudreva lak~yate K. 

a斜面padapadasth加 elaksamudreva lak号yate Ca. a号!apadaりsariphalast描 yapadasthane号aφva*pancakatrike 

svak号atrikesvaksasut陀va料 cihnabhutarekha / (a号φpadaとは、チェス鍛である。その，padasthane(足の部分?)

における」とはすなわち， saduvaの(?)，十五からなる(ワ)三種のよい目をもつものにおける(?)，ということであ

り.'svaks出。tra(馬車の紐?)のごとく」とは，記号となった線である)

*saduva 語形不詳

**svaks出凸treva sv紘sasutraivaの doublesandhiか。

Cn. a~!ãpadapadaf!1 suvarl.1akar号apaりastasya sthane， he dak~a， yatha mudra rekh孟visesastadvat / svarりavat

svadmam eva svãbhyudayahetu~ ， rekhavad bandhavadayo namamatram / svarpare rekhaiva* nirdaive matradayo 

m号phalaity a目haり/dak号asu汀eりalak与yateiti pa!he， sulrel.1a sucakena mudrayeti yavat / yatha mudraya kar与apaf.la

vise号olak~yate. evaf!1 matradina jãtivise号 a~ ity artha~ / 

ホsvarpar巴rekhaiva N. svarpare rekh巳va/ 

(a羽詰padapadaf!1とは， 金貨である。その表面に，おおダクシャよ， mudraすなわちもろもろの特別な線があるが，

そのごとく，という意味である。金貨のごとく.自身の発生の原因は自身の不可見力であり，線のごとく.親戚など

は名称にすぎない。 svarparaにおける線のごとく(?)，神意のないところでは，母などは結果をもたらさないという

意味である。 'dak号asutreりalak号yateJ(夕、クシャよ，線によって示される)という読みの場合は sutraすなわち指

し示すので mudra印ということである。印によって貨幣の特生が矛、されるのと河様に，母などによって誕生の特

性が(示されるにという意味である)

Cp. a与!apadaf!1sariphalaf!1. tasya padasthane cihnasthむleankamudreva cihnarekheva matradayo lak与yante/ 

na tu hitaya ke 'pi samartha iti bhavaりパ符!apadaとはチェス盤である。その padas出品neすなわち記号のところに，

釣り針の形のごとく.記号の線のごとく，母などが記されている。しかし幸福 (hita 勝手IJ?)のためにはどれも力は

ない，という意味である)

Cs. a与φpadaり如abhaり，tぉyapadasthan巴， padany耐 /ak~amudreva， dyü凶ãdhanavidhãnakã~!havat， bhr加 tya

g8J.1yata ity arthaち/(a~!ãpada とは鹿の一種である。その padasth加巴すなわち足跡において，自の記号のごとく」す

なわち，賭博の勝ちを決める木片(の数)のごとく(?)，間違って数えられた，という意味である)

Cv. ~!ãpadapadasthãne. suvarl.1aSrayagranthisthane / (a~!ãpadapadasthãne とは，金貨の入れ物(?)の結び目

のところに，という意味である)

c句の a号!apadasth加eに対して、注釈者は異なった解釈を提示している。そして，この語に関連した d句

は 3者が異なる読みを伝えている。 Cf.Hopkins[1902]: p.137， fn.1: The later epic， by the way， has two coins 

not previously recognized， besides the Roman denarius (implied)， namely， the kakil}I and ~!ãpad，αrpada (a gold 

kãr~ãpal}a) ， xii.294.16; 299.40. 

117yanti N. yanti phalaf!1 datum itI se切り/(果報を与えるためにやってくる、と補われるべきである)

118vismayad Cn. vismayat， smayo garvaり.tadabhavat / ( ，自惚れなく」とは.smayaとは高慢さであり.(vi 

すなわち)それがない状態によって，という意味である)
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がない者が行う 119目的は120失敗することはない。

(43) 人はすべて，必ず自分で自分の善悪の行為を母胎から獲得する。その(善悪の)両者

は本人によってかつて為されたもので、ある。そして，誰も避けることはできず，時至

れば(身体を)引き裂く者である121死は，行為を終末へと (antikam)到らしめる。あた

かも風 (samagati)が，鋸によって作られた木の屑を(吹き飛ばすかのように?)o 122
0 

(韻律 Atidhrti(Sarduravikriclita)， cf.Deussen， p.586，fn.) 

(44) 人はすべて，自分の行った善悪の行為によって，為された通りに，自分の姿，自

分の作った多くのもの，家系の継承，財産と繁栄の蓄積を獲得するのである。(韻律

Jagat1 (Vaf!1sasthavila)) (Cf.Otto Strauss[1912]: p.(14)，fn.l) 

ピーシュマは言った。

(45) 以上のように，王よ，ジャナカ王は賢者によって正しく 123語られた。ダlレマを知

る者たちの中ですぐれた者であるジャナカ王は，これを聞いた後，最高の喜びを得た

ということで、ある。

119p. yam arabhaty anindyatma B. samarabhed anindyatma K. ya arabhaty anindyatma 

120p.，B.: so 'rthah K. so 'rthat 

121 P. kalena vicchedita B.，K.: kalena vicchedina 

122daros curryam ivasmasaravihita_n:l Ca. yatha daror aiimasarerya lohamayena krakac巴napa!ane karmantikal11 

karmãdhyak~al11 prati k匂!acurryal11yati， eval]l karm3l)a vihito m口yuJ:!kale prapte karmakariryal11 yaty eva / (あた

かも，木が，鋸によって.すなわち鉄でできた鋸によって.裂かれると，行為者 (karmantika)，すなわち行為の

支配者，の前で (?prati)，木屑に至るように.それと同様に.行為によって規定された死は，時が至ると.行為者

(k町makarin)となる) Cn. daroh ka符asyacurryal11 aiimasarivihital11 krakacaknal]l. sam孟釘to刊asamyavatigatir 

Y出 yasa samagatir vayuりdarucurryamiva mrtyur naral]l kalenantal11 prapayed ity artha与/(dむuすなわち木の， 屑

は aiimasaravitamすなわち鋸によって作られる。冷たさと熱さを等しくもって進行するもの、それが samagatiで

あり，すなわち風である。風が木の屑を(吹き払うワ)ごとく，死は、時至れば、人を終わりに達さしめる，という意

味である)

Cp. aiimasaravihital11 k悶 kacavidararyajanital11daroりk対!asyaCUUf1)al11 yathãdhyak~al]l prati vayur nayati eval]l 

mrtyur api / Cs. asmasarivihital]l. lohayantrakpal11. karmantika_n:l karmakaral11 prati tOatsal11mukh3J11 yatha 

gacchati tadvat / ( aiimasaravihita_n:lすなわち，鋸によって裂かれため生じた.d品rohすなわち木の， 屑を.風が眼前

で運ぶのと同様に，死もまた(人を限京Tで運ぶ)，という意味である)

Cs.おmasarivihital11.lohayantrakrt田11.karmantikal11 karmakaral]l prati tatsal11mukhal11 yatha gacchati tadvat / 

(おmasarivihital11すなわち鉄の道具によって作られた(木の屑が).karmantikamすなわち行為者.pr叫lすなわちそ

の者の日の前で¥去るように、それと同様に、という意味である)

Cv. asmasarerya ayasa. vihital11 jalukakarerya dvimukhataya krtal11 ， darau phalakadvaye. [u]cchunal11 

nibaddhal11 yan仕amiva / (daro∞hunal11 iv訪 問saravihital11という読みをとっているか) (asmas抗日aすなわち

鉄によって vihital11すなわち蛭の行為によって(?削られた，という意味か)2つの面をもつものとして作られ， darau 

すなわち2つの木の面に， ucch凸na(膨れた)すなわち繋がれた(?)，留具(ワ)のごとく)この比倫の意味はよくわか

らない。木片を縛っていた留金が，時の経過あるいは別の理由によって.木片を破砕してしまうように.死が身体

を壊してしまう，ということで、あろうか。

123p. yathatathy町11 B..K.: yathatathyal11 


